


要約:臍帯動脈血 pH≦7.15 の頻度は 6330 例中 120 例、1.896%であった。37 例,30.8%が胎

児仮死による帝切例であった。pretem の時期では絨毛羊膜炎、骨盤位、前置胎盤なども

要因と考えられ、pH が 7.10 以下の場合は予後不良例(新生児死亡、CP、MR)は 38.5%と高

率で、この時期の胎児評価、分娩様式の選択が極めて重要であることが示唆された。胎児

仮死帝切例(312/15755 例、1.98%)の 84.O%の児の予後は良好であったが、9.6%が新生児死

亡となり、6.4%に神経後障害を残した。新生児死亡 30 例中 12 例に胎児奇形、8 例に染色

体異常がみられた。新生児死亡の 5例、後障害の 6例が胎盤早剥によるもので、早期診断、

管理に関してさらに検討の必要性が示唆された。


